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　大会競技を終えて
　このチャレンジには、2015年度の第1回アメリカ大会から、三菱
電機㈱と、中部大学との合同チームで参画しています。世界中から
すぐれた技術が集結するので、どのチームの技術も創意と斬新な
アイデアにあふれた、最先端の人工知能技術、ロボット技術が惜し
みなく投入されています。
　我々のチーム（MC^2）は、人工知能技術を中京大と中部大が、
ロボット技術を三菱電機が担当しました。第1回大会では世界6位
でしたが、第2回ドイツ大会では世界8位に後退してしまいました。
その後、ロボットの視覚技術を一新、三菱電機を中心にすぐれた実
践的ノウハウを加えることによって、高性能かつ安定感のあるシス
テム開発に成功しました。
　このコンテストに投入される技術は、研究としても新規で効果の
高いものであることから、学術論文発表も同時に行うことができます。
また開発時に、企業研究者や技術者との交流も頻繁に行われ、
インターンシップや共同研究の経験を持つこともできます。本番の
会場では、真剣に取り組んでいる他国、他大学の同年代の大学生
らを目の当たりにすることができ、その意味でも、このコンテストの
教育的意義は大きいと言えます。
　今回、世界3位に輝くことができたのも、ひとえに、学生たちの努力
の賜であり、彼らには最大級の賛辞を贈り、また労をねぎらいたいと
思います。

中京大学 工学部長　橋本 学 教授

【学生たちの感想】

●3年間参加しましたが、3位になれて、本当にうれしいです。人工知能
ロボット開発の難しさと楽しさを、両方味わうことができました。次は1位
を目指したいです。
●企業の人 と々共同開発できたことが勉強になりました。三菱電機に
も何度も出張させていただき、温かく迎えていただけたのが良い想い出
になっています。
●本番当日は競技中、本当に一喜一憂しました。自分たちが苦労して
開発したロボットが、全自動で競技している姿を見て感動しました。
●自分たちと同じように苦労しながらロボットを開発していた学生が世
界中にいたのだということをあらためて認識しました。将来は世界的に
活躍できるエンジニアを目指しています。
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スクリーンに映し出された競技の様子

入賞を喜ぶ橋本教授

チームMC^2のロボット２台が
連携して作業を行う

【出場メンバー】工学部橋本研究室のメンバー（院生、学部生 他）
橋本学教授
松原 一樹さん／秋月 秀一さん／伊藤  駿さん／鳥居 拓耶さん
飯塚 正樹さん／真川 智也さん／田畑  茜さん／小林 篤史さん／香西 健太郎さん

月
26
日
〜
30
日
、
名
古
屋
市
港

区
の
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
・

武
田
テ
バ
オ
ー
シ
ャ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７
名
古
屋
世
界

大
会
」
が
行
わ
れ
た
。
併
催
さ
れ
た
知

能
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
、「
第
３
回
ア

マ
ゾ
ン
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
に
は
、
工
学
部
・
橋
本
学
教
授
率

い
る
中
京
大
学
が
、
中
部
大
学
・
三
菱

電
機
と
の
合
同
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
名
：

M
C^2

）
で
出
場
し
た
。

　
７
月
26
日
〜
30
日
、
名
古
屋
市
港
区
の
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名
古
屋
・
武
田
テ
バ
オ
ー
シ
ャ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７
名
古
屋
世
界
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
中
京
大
学
は
工
学
部
・
清
水
ゼ
ミ
がC

hukyoA

・C
hukyoB

の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
レ
ス
キ
ュ
ー
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
グ
に
出
場
し
た
。

　
ま
た
併
催
さ
れ
た
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
「
第
３
回
ア
マ
ゾ
ン
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
、

工
学
部
・
橋
本
学
教
授
率
い
る
中
京
大
学
が
、
中
部
大
学
・
三
菱
電
機
と
の
合
同
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
名
：

M
C
^2

）
と
し
て
出
場
し
た
。

の
大
会
は
、
世
界
各
地
か
ら
応

募
し
た
約
30
チ
ー
ム
の
中
か
ら

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
16
チ
ー
ム
が
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
案
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
ロ
ボ
ッ
ト
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
）
で
、
保
管
棚
か
ら
商
品
を

取
り
出
し
、
収
納
す
る
競
技
を
行
う
。

　
今
年
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
、
ボ
ン
大
学
な
ど
が

出
場
。
日
本
か
ら
は
、
本
学
の
他
、
東

京
大
学
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
、
鳥
取
大
学
な
ど
が
参
加
し
た
。

京
大
学
は
「Stow

 task

」（
物

を
棚
に
補
充
す
る
動
作
）
と

「Pick task

」（
物
を
棚
か
ら
取
り
出
し

て
箱
に
入
れ
る
動
作
）
の
２
種
目
に
参

加
し
、「Stow

 task

」
部
門
で
世
界
３

位
、
日
本
勢
で
は
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

な
お
、
３
位
以
内
で
入
賞
し
た
日
本
の

チ
ー
ム
は
当
チ
ー
ム
の
み
だ
っ
た
。

７

中 こ

ア
マ
ゾ
ン・ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス・チ
ャ
レ
ン
ジ

「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｗ 

ｔ
ａ
ｓ
ｋ
」部
門 

世
界
３
位

ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７ 

名
古
屋
世
界
大
会
に
出
場

ロボカップ世界大会とは？

　ロボット工学と人工知能の融合をめざし、1997年
から始まったロボットによる競技プロジェクト。「2050
年にサッカーの世界チャンピオンチームに勝てる、人
型ロボットのチームを作る」ことが大会当初の目標
だった。今ではサッカーに加え、救援ロボット、ジュニ
ア向けなどの競技も行われている。
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収納競技
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示
ブ
ー
ス
で
は
、
加
納
政
芳
教

授
ゼ
ミ
の
学
生
ら
が
人
間
共
生

ロ
ボ
ッ
ト
（
何
も
で
き
な
い
赤
ち
ゃ
ん

型
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
展
示
し
た
。
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
は
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
製
作

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ブ
ー
ス
で
は
子
ど

も
た
ち
が
触
っ
た
り
、ロ
ボ
ッ
ト
を
抱
っ

こ
し
た
り
す
る
様
子
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　
ブ
ー
ス
で
説
明
し
て
い
た
中
村
太
郎

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ブ
ー
ス
で
は
「
鉄

腕
ア
ト
ム
」
を
モ
デ
ル
に
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
の
基
本
機
能
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ

ト
「
ロ
ボ
ホ
ン
」
が
展
示
さ
れ
、
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
森
山
真
吾
准
教

授
ゼ
ミ
の
伊
藤
美
月
さ
ん
、
伊
藤
真
衣

さ
ん
、
井
上
葉
月
さ
ん
（
い
ず
れ
も
３

年
）
が
参
加
し
た
。

　「
こ
こ
で
販
売
し
て
い
な
い
の
か
、
と

聞
か
れ
た
時
が
一
番
困
り
ま
し
た
」
と

苦
笑
い
す
る
伊
藤
美
月
さ
ん
。
伊
藤
真

衣
さ
ん
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
仕
組
み
や
専

門
用
語
を
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」

と
当
日
ま
で
の
準
備
を
振
り
返
っ
て
い

た
。
ス
ム
ー
ズ
に
通
訳
が
で
き
る
よ
う
、

事
前
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
担
当
者
に
大
学

へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

つ
い
て
勉
強
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
井

上
さ
ん
は
「
将
来
も
英
語
に
携
わ
る
仕

事
が
し
た
い
」
と
話
し
た
。

さ
ん
（
４
年
）
は
「
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が

さ
ら
に
広
ま
っ
て
高
齢
者
の
認
知
症
対

策
な
ど
に
貢
献
で
き
た
ら
嬉
し
い
」
と

話
し
た
。
ま
た
、石
田
峻
大
さ
ん（
４
年
）

は
「
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
に
生
き
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
環
境
な
ら
深
く
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
研

究
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

展

N

工
学
部 

加
納
ゼ
ミ

人
間
共
生
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示

国
際
英
語
学
部 

森
山
ゼ
ミ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ブ
ー
ス
で
通
訳

ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
紹
介
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参加した学生
（左から）井上さん、（通訳した外
国人客を挟んで）伊藤美月さん、
伊藤真衣さん

学生の説明を興味深く聞く子どもたち
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京
大
学
は
清
水
優
准
教
授
ゼ
ミ

がChukyoA

・ChukyoB

の
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
グ
に
出
場
し
た
。

　
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
の
仮
想
市

街
地
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
４
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作

し
て
要
救
助
者
を
探
し
救
助
す
る
競

技
。
今
回
は
世
界
各
地
か
ら
６
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
上
位
４
チ
ー
ム
が
30
日
の

決
勝
リ
ー
グ
へ
進
ん
だ
。

選
リ
ー
グ
でChukyoA

が
６

チ
ー
ム
中
５
位
、ChukyoB

が

４
位
と
な
り
、ChukyoB
が
決
勝
リ
ー

グ
進
出
を
決
め
た
。
決
勝
リ
ー
グ
は
４

チ
ー
ム
中
４
位
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
決
勝
へ
進
ん
だChukyoB
の
鳥
居

拓
矢
さ
ん
（
３
年
）
は
「
自
動
走
行
シ

ス
テ
ム
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
ま

ず
は
原
因
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
」
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
た
。

　
清
水
准
教
授
は
学
生
ら
の
奮
闘
を
見

て
「
決
勝
ま
で
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き

た
。
世
界
で
も
十
分
に
戦
え
る
と
わ

か
っ
た
」
と
期
待
を
込
め
て
語
っ
た
。

中

予

ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会

レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

工
学
部
が
出
場

4

災害救助競技

2

㊤決勝戦の様子

㊨競技中の鳥居 拓矢さん

コンピュータ内の仮想市街地

【出場メンバー】　※いずれも３年
ChukyoA：伊藤 数馬さん／田中 勇気さん／横地 一輝さん
ChukyoB：倉内 宏徳さん／後藤 有亮さん／鳥居 拓矢さん／森本 寛太さん



　
長
山
さ
ん
と
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー
・
船
橋
㈱
（
名

古
屋
市
）
は
、
子
ど
も
達
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、

夜
間
で
も
高
い
視
認
性
（
目
で
見
た
時
の
見
や
す
さ
）
を

発
揮
す
る
子
ど
も
用
レ
イ
ン
コ
ー
ト
「
と
ぅ
い
ん
く
る
☆

コ
ー
ト
」
を
開
発
し
た
。

　
こ
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
は
、

ど
ん
な
条
件
下
で
も
子
ど
も

の
存
在
が
は
っ
き
り
分
か
る

よ
う
に
、
蛍
光
色
の
生
地
と
反

射
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ

た
長
山
さ
ん
は
、
２
月
か
ら
半

年
間
、
船
橋
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
商
品
づ

く
り
で
は
、「
子
ど
も
が
一
人
で
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
ら
れ

な
い
」
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
意
見
も
参
考
に
し
、
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
着
脱
で
き
る
ほ
か
、
一
人
で
も
着
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
考
案
し
た
。

　
長
山
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
「
い
ろ
ん
な
方
と

接
し
て
知
識
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
も

こ
ん
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
良

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
開
発
し
た
コ
ー
ト
は
販
売
の
予
定
は
な
い
が
、
当
面
は

交
通
安
全
な
ど
の
啓
発
活
動
に
使
用
さ
れ
る
。

　
裁
判
所
職
員
は
、
裁
判
所
等
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
処
理
や
、
裁
判
の
円
滑
な
進
行
と
裁
判
所

の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
種
。
今
年
度
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
管
轄
区
域
で
は
申
込
者
56
人

の
う
ち
、
最
終
合
格
者
は
大
林
さ
ん
の
み
（
全
国
の
合
格
者
15
人
）。

　
一
般
職
の
合
格
者
は
一
定
期
間
の
実
務
を
経
て
内
部
選
抜
（
試
験
）
に
よ
り
書
記
官
へ
の
道

が
開
か
れ
る
。
一
方
、
総
合
職
合
格
者
（
大
卒
区
分
）
は
採
用
初
年
度
に
限
り
、
筆
記
試
験
の

一
部
が
免
除
さ
れ
、
合
格
す
れ
ば
、
即
書
記
官
の
道
が
開
か
れ
る
。

　
書
記
官
に
任
命
さ
れ
れ
ば
法
律
の
専
門
家
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
入
学
時
か
ら
、
自
分
の
能
力
を
高
め

る
４
年
間
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
１
年
次
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
公
務
員

に
向
け
て
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
明
示
さ

れ
て
い
た
の
を
見
て
、
公
務
員
講
座
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
宅
地
建
物
取
引

士
や
行
政
書
士
の
資
格
取
得
に
取
り
組

む
中
で
、
裁
判
所
職
員
試
験
を
知
っ
た

の
が
受
験
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
意
志
が
強
く
て
も
、
勉
強
は
必
ず
や

り
た
く
な
い
時
期
が
あ
る
の
で
、
ど
う

乗
り
越
え
る
か
が
大
切
で
す
。
試
験
に

落
ち
て
も
知
識
は
今
後
に
活
か
せ
ま
す

が
、
客
観
的
に
は
何
も
な
か
っ
た
１
年

半
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
嫌
だ
っ

た
の
で
、
常
に
最
悪
を
想
像
し
て
自
分

を
奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。
ま
た
弘
道
塾

（
※
）の
仲
間
と
一
緒
に
勉
強
に
励
み
、「
１

日
何
時
間
は
絶
対
や
る
、
や
れ
な
か
っ

た
ら
罰
ゲ
ー
ム
」
と
楽
し
み
な
が
ら
勉

強
す
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　
公
務
員
試
験
は
第
一
志
望
を
早
く
絞

ら
ず
、
全
て
合
格
す
る
気
持
ち
で
勉
強

し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
受
験
し

た
ら
受
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
可
能
性
を
つ
ぶ
さ
な
い
で
ほ
し

い
で
す
。

※
弘
道
塾
：
公
務
員
試
験
を
目
指
す
人

の
た
め
の
施
設
。
席
数
が
決
ま
っ
て
お

り
、
成
績
優
秀
者
の
み
専
用
の
席
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。

経営学部  長山 美貴さん
インターンで子ども用の

高視認性レインコートを開発

《
合
格
》※
太
字
は
進
路
先

裁
判
所
職
員
総
合
職

　
愛
知
県
庁
、国
税
専
門
官
、

　
国
家
公
務
員
一
般
職

法
学
部  

大
林 

勝
太
さ
ん

　（
愛
知
県
立
旭
野
高
等
学
校
）

6

長山美貴さん
（経営学部３年）

中
京
大
学
初

裁
判
所
職
員
総
合
職
試
験
に
合
格
裁
判
所
事
務
官

（
大
卒
程
度
区
分
）

学
生
の
活
動
1

　
瀧
本
さ
ん
は
、
東
海
旅
客
鉄
道
㈱
の

鉄
道
事
業
を
最
前
線
で
支
え
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
（
車
両
・
機
械
系

統
）
に
内
定
。
好
奇
心
と
調
査
力
で
内

定
を
勝
ち
取
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
リ
ケ

ジ
ョ
」
の
瀧
本
さ
ん
に
就
職
活
動
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。❖

　
理
系
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
両
親
に
科
学
館

な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
モ
ノ

づ
く
り
体
験
を
し
て
き
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
空
港
で
飛
行
機
を
整
備
し
て
い
る
女

性
が
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
を
見
て
、「
女
性
で
も
活
躍
で
き
る
場

が
あ
る
」
と
魅
力
に
感
じ
、
飛
行
機
や

電
車
な
ど
大
き
い
機
械
の
シ
ス
テ
ム
、

整
備
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
病
院
や
薬
局
に
製
品

の
提
供
を
行
う
大
塚
製
薬
㈱
の
Ｍ
Ｒ
職

に
内
定
。
人
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る

仕
事
が
し
た
い
と
製
薬
会
社
を
目
指
し

た
田
中
さ
ん
に
、
就
職
活
動
に
つ
い
て

聞
い
た
。

❖

　
最
初
に
就
職
活
動
を
意
識
し
た
の

は
、
３
年
生
の
４
月
、
経
済
学
部
の
授

業
「
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

受
講
し
て
か
ら
で
す
。

　
部
活
や
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
お
ら

ず
、「
頑
張
っ
た
こ
と
は
ア
ル
バ
イ
ト
」

し
か
な
か
っ
た
私
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
技
術
、
自
己
分
析
、
面
接
の
ス

キ
ル
を
磨
く
た
め
、
時
間
を
か
け
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
早
め
早
め
が
功
を
奏

し
、
内
定
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

　
就
職
活
動
は
１
年
半
程
前
か
ら
始

め
、
と
に
か
く
気
に
な
る
仕
事
を
調
べ

ま
し
た
。
参
加
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
６
社
で
す
。
就
職
試
験
が
始
ま
る

前
段
階
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
を
体
験

し
、
社
員
さ
ん
の
雰
囲
気
、
考
え
方
が

合
っ
て
い
る
同
社
を
志
望
し
、
教
授
推

薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

迷
っ
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
就
職
面
接
を
通
し
て
、
人
間
力
、
忍

耐
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
後
輩
、
と
く
に
同
じ
境
遇
の
「
リ
ケ

ジ
ョ
」
に
は
、
女
子
が
少
な
い
か
ら
と

言
っ
て
諦
め
ず
に
、
や
り
た
い
こ
と

を
や
れ
る
の
が
大
事
だ
と
伝
え
た
い
。

迷
っ
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
悩
ん
で

決
め
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
す
。

　
薬
は
人
の
命
に
関
わ
る
製
品
で
す
。

製
薬
業
界
に
絞
っ
た
の
は
今
年
１
月

頃
。
そ
れ
ま
で
は
学
内
企
業
説
明
会
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
、
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。

目
標
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

　
将
来
は
、同
社
の
Ｍ
Ｒ
職
で
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
人
へ
の
貢
献
も
大
き
い
は
ず
。

よ
り
多
く
の
人
を
助
け
ら
れ
る
働
き
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
早
く
か
ら
準
備
す
る
こ
と
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
企
業
の
方

と
話
す
機
会
を
得
る
こ
と
が
大
事
だ
と

後
輩
に
伝
え
た
い
で
す
。

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職

大
塚
製
薬
株
式
会
社

Ｍ
Ｒ
職

工
学
部 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

瀧
本 

美
月
さ
ん

　（
愛
知
淑
徳
高
等
学
校
）

経
済
学
部

田
中 

聡そ
う

さ
ん

　（
富
山
県
立
水
橋
高
等
学
校
）

SHINKENMI  Vol.1917



　
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
Ｗ
Ｂ
Ｏ
ラ
イ
ト
フ

ラ
イ
級
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
田
中
恒
成

選
手
（
畑
中
ジ
ム
・
経
済
学
部
４
年
）

の
２
度
目
の
防
衛
戦
が
９
月
13
日
、
大

阪
市
の
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪
で

行
わ
れ
た
。
同
級
13
位
の
パ
ラ
ン
ポ
ン
・

Ｃ
Ｐ
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ト
選
手
（
タ
イ
）

と
の
対
戦
で
、
９
回
１
分
27
秒
Ｔ
Ｋ
Ｏ

　
８
月
４
日
〜
６
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

２
０
１
７
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
催
し
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知
見

勝
ち
。
防
衛
に
成
功
し
た
。
戦
績
は
こ

れ
で
10
戦
10
勝
（
６
Ｋ
Ｏ
）
と
な
っ
た
。

　
田
中
選
手
は
、
１
ラ
ウ
ン
ド
（
Ｒ
）

終
了
直
前
、
不
用
意
に
一
発
を
顔
面
に

受
け
て
ダ
ウ
ン
す
る
な
ど
、
序
盤
は
や

や
苦
し
い
展
開
が
続
い
た
。
し
か
し
、

ラ
ウ
ン
ド
が
進
む
に
つ
れ
て
主
導
権
を

握
り
、
左
ボ
デ
ィ
ー
な
ど
で
相
手
の
体

力
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
９
Ｒ
に
強
烈
な

右
ス
ト
ー
レ
ー
ト
で
ダ
ウ
ン
を
奪
う
と
、

そ
の
後
も
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
、
勝
負

を
決
め
た
。

　
会
場
に
は
本
学
の
学
生
、
教
職
員
、

近
畿
在
住
の
関
係
者
ら
50
人
近
く
が
詰

め
か
け
、
声
援
を
送
っ
た
。

を
応
用
し
、
参
加
者
の
柔
道
の
競
技
力

向
上
を
目
指
す
も
の
。
ま
た
、
中
京
大

学
体
育
会
柔
道
部
な
ら
び
に
中
京
大
学

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
も
狙
い
と
し
て
い
る
。
３
日
間
の

合
宿
形
式
で
行
わ
れ
、
全
国
の
高
等
学

校
26
校
か
ら
男
子
２
３
２
人
、
女
子
78

人
が
参
加
し
た
。

　
合
宿
で
は
稽
古
や
練
習
試
合
に
加

え
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
栄
養
と
体

育
な
ど
、
科
学
的
な
視
点
か
ら
柔
道
を

知
る
た
め
の
講
義
も
実
施
さ
れ
た
。
な

お
、
今
回
は
世
界
柔
道
選
手
権
大
会

２
０
１
０
の
優
勝
者
で
、日
本
代
表
コ
ー

チ
の
秋
本
啓
之
氏
を
招
聘
し
、
特
別
講

習
で
は
「
秋
本
返
し
」「
背
負
い
投
げ
」

の
指
導
も
行
わ
れ
た
。

　今年４月に現役引退したフィギュアス
ケートの浅田真央さんが９月５日、林田健
二スケート部監督とともに名古屋キャンパ
スに梅村清英総長・理事長ら学園首脳を
表敬訪問した。
　浅田さんは、2010年のバンクーバーオ
リンピックで銀メダルに輝き、世界選手権
を３度制するなど多くの人に感動を与え、
フィギュアスケート界を盛り上げてきた。選
手生活を振り返って、「最後のシーズンが
一番大変でした。でも、復帰していなかっ
たら、すっきりした気持ちで終えることがで
きなかった。復帰を経験してから、引退を
決断して良かったと思います」と笑顔で答
えた。
　梅村総長・理事長が「多くの人に計り知
れない感動を与えてくれましたね」と述べ
ると、「フィギュアスケートの環境が良くな
い時期に中京大学がスケートリンクを作っ
てくださって私だけではなくスケート選手
みんなが救われました。このリンクがなけ
ればここまで成績を残すことはできなかっ
たと思っているので、とても感謝していま
す」と浅田さん。また、安村仁志学長は「良
い成績を収められたことは大きな喜びです
が、みんなから愛されている選手だったと
いうことが一番嬉しいことです」と述べた。
　梅村総長・理事長は「これからが人生の
本番。よい夢を見つけて頑張ってください。
応援しています」と激励した。

浅田 真央さん
学園首脳を表敬訪問

田
中 

恒
成
選
手
が
２
度
目
の
防
衛
に
成
功

タ
イ
の
選
手
に
９
回
で
Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
ち

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

２
０
１
７
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フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
世
界
選

手
権
（
３
月
、
ス
ペ
イ
ン
）
モ
ー
グ
ル
・

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
で
２
冠
を
達
成
し

た
中
京
大
学
ス
キ
ー
競
技
部
所
属
の
堀

島
行
真
選
手
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
２
年
）

が
、
６
月
24
日
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
６

月
28
日
三
重
県
桑
名
市
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ャ
ン
プ
場
「
Ｋ-

ａ
ｉ
ｒ
」
で
報
道

関
係
者
に
練
習
を
公
開
し
た
。

　
24
日
は
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
で
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
ト
バ
ー
、

ド
ー
ム
バ
ラ
ン
ス
、
着
地
の
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
体
幹
や
バ
ラ

ン
ス
を
強
化
す
る
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
一
端
を
披
露
し
た
。

　
Ｋ-

ａ
ｉ
ｒ
は
ジ
ャ
ン
プ
の
技
を
試
し

て
プ
ー
ル
に
飛
び
込
む
施
設
。
堀
島
選

　
２
０
１
８
年
２
月
に
韓
国
・
平
昌
で
開

催
予
定
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
内

予
選
を
控
え
て
い
る
在
学
生
、
卒
業
生
を

応
援
す
る
会
が
、
９
月
23
日
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
激
励
に
学
内
外

関
係
者
１
８
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
宇
野
昌
磨

選
手
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
２
年
）、フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・
モ
ー
グ
ル
の
堀
島

行
真
選
手
（
同
２
年
）
と
伊
藤
み
き
選

手
（
２
０
０
９
年
度
体
育
学
部
卒
）
が

参
加
し
た
。

　
第
１
部
、
清
明
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

激
励
会
で
の
「
演
技
の
見
ど
こ
ろ
は
ど

こ
で
す
か
」
と
の
質
問
に
堀
島
選
手
は

「
夏
は
ジ
ャ
ン
プ
の
き
れ
い
さ
に
重
点
を

お
い
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
モ
ー
グ

ル
は
ジ
ャ
ン
プ
、
タ
ー
ン
、
ス
ピ
ー
ド

が
大
事
な
競
技
で
す
が
、
特
に
ジ
ャ
ン

プ
を
見
て
も
ら
い
た
い
」、
宇
野
選
手
は

「
苦
手
な
も
の
が
な
い
と
こ
ろ
が
自
分
の

強
み
で
す
。
最
後
ま
で
飽
き
ず
に
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
た
。

　
伊
藤
選
手
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
経
験

手
は
小
学
生
の
頃
か
ら
練
習
場
所
に
し

て
い
る
。
公
開
練
習
は
、
Ｋ-

ａ
ｉ
ｒ
側

の
厚
意
で
実
現
し
た
。

　
堀
島
選
手
は
、「
ダ
ブ
ル
フ
ル
ツ
イ
ス

ト
」（
伸
身
後
方
１
回
転
２
回
ひ
ね
り
）

と
、「
コ
ー
ク
１
０
８
０
（
テ
ン
エ
イ

テ
ィ
ー
）」（
体
を
水
平
に
傾
け
３
回
転
）

の
二
つ
の
高
難
度
の
技
を
交
互
に
飛
び

感
触
を
確
か
め
て
い
た
。
集
ま
っ
た
新

聞
社
や
テ
レ
ビ
局
の
取
材
担
当
者
に
は

技
の
特
徴
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、「
技

を
さ
ら
に
磨
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
今
後
は
日
本
代
表
合
宿
、
Ｗ
杯
参
戦

の
う
え
、
２
０
１
８
年
２
月
の
平
昌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

者
と
し
て
後
輩
に
「『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
い
＝
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
を
取
り
た
い
』
と
い
う
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
第
２
部
は
ア
レ
ー
ナ
２
１
１
に
会
場

を
移
し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

モ
ー
グ
ル
の

堀
島 

行
真
選
手

夏
の
練
習
を
公
開

平
昌
に
向
け
て
選
手
た
ち
を
応
援

激
励
会
を
開
催

8
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９
月
４
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
で
行
わ
れ
た
「
ミ
ス

･

ワ
ー
ル
ド
２
０
１
７
日
本
大
会
」
に

工
藤
月つ
き

花か

さ
ん
（
国
際
英
語
学
部
国
際

学
専
攻
３
年
）
が
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
出
場
し
、
特
別
賞
と
し
て
「
ミ
ス

･

ヨ
ガ
」
を
受
賞
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
世
界
最
大
の
ミ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
「
ミ
ス･

ワ
ー
ル
ド

２
０
１
７
世
界
大
会
」
に
出
場
す
る
日

本
代
表
を
選
ぶ
も
の
。
参
加
資
格
は

満
18
歳
以
上
、
27
歳
以
下
で
日
本
国

籍
を
有
す
る
未
婚
女
性
。
応
募
総
数

７
１
５
０
名
の
中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
31
名
が
選
ば
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
中

か
ら
日
本
代
表
と
し
て
１
名
が
選
出
さ

れ
る
。

　
大
会
の
審
査
項
目
はBeauty w

ith 
a Purpose

（
慈
善
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）・
モ
デ
ル
部
門
・
ス
ポ
ー
ツ

部
門
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
部
門
（
自
衛
隊

審
査
）・
タ
レ
ン
ト
部
門
・
デ
ィ
ベ
ー

ト
部
門
（
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
）・
マ

１ 

テ
ー
マ

　「
フ
ラ
ン
ス
か
ら『
日
本
酒
』の
可
能
性
を
広
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
８
月
末
よ
り
フ
ラ
ン
ス
に
11
か
月
間

留
学
す
る
。
語
学
学
校
に
通
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
た
め
に
活
動
す
る
予
定
。

２ 

留
学
の
き
っ
か
け

　
大
学
２
年
生
の
秋
か
ら
、
セ
メ
ス
タ
ー
で
フ
ラ
ン

ス
（
レ
ン
ヌ
）
の
語
学
学
校
に
留
学
。
フ
ラ
ン
ス
語

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
文
化
、
生
活
を
学
ん
で
き
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
日
本
の
文
化
は
人
気
が
あ
っ
て
有
名
。

ご
両
親
の
影
響
で
日
本
酒
が
好
き
な
中
村
さ
ん
が
、

お
土
産
用
に
現
地
で
渡
し
た
日
本
酒
は
好
評
で
、「
お

い
し
い
」
と
驚
か
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
ま
だ
日
本

酒
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
魅
力
を
伝

え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
日
本
酒
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
え
る
よ
う
、

酒
造
メ
ー
カ
ー
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
る
な
ど
日
本
で

も
活
動
し
て
い
る
。

３ 

意
気
込
み
は
？

　
日
本
酒
を
フ
ラ
ン
ス
に
広
め
る
こ
と
が
テ
ー
マ
。

　
来
年
の
６
月
に
日
本
酒
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
、フ
ラ
ン
ス
人
の
集
客
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
酒
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
語

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
試
飲
会
の
開
催
な
ど

を
企
画
し
た
い
。
構
想
も
す
べ
て
自
分
で
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
印
象
に
残
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
た
い
。

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
部
門
（
商
品
Ｐ
Ｒ
）
が

あ
る
。
審
査
期
間
は
約
１
ヶ
月
。
工
藤

さ
ん
は
こ
の
７
項
目
の
う
ち
、
モ
デ
ル

部
門
で
９
位
、
タ
レ
ン
ト
部
門
で
入
賞
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
部
門
で
入
賞
し
た
。

ミス・ワールドは、世界3大ミスコンテスト
の中で最も歴史が古く、66年に渡り開
催され参加国数最多を誇る世界最大
規模のミスコンテスト。

国
際
英
語
学
部 

工
藤 

月
花
さ
ん

ミ
ス･

ワ
ー
ル
ド
２
０
１
７
日
本
大
会
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

特
別
賞
を
受
賞

７ 期 生 に 意 気 込 み を 聞 き ま し たプ ロ グ ラ ム
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中村 僚我さん
（国際教養学部３年）

フ
ラ
ン
ス
へ

学
生
の
活
動
2

　
大
会
を
終
え
て
工
藤
さ
ん
は
「
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の

想
い
を
ぶ
つ
け
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
後
は

２
０
２
０
年
に
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
自
身
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
の
経
験
を
交
え
、
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」
と

話
し
た
。
さ
ら
に
続
け
て
「
海
外
留
学

経
験
を
通
し
て
日
本
の
良
さ
を
改
め
て

感
じ
た
の
で
、
日
本
の
魅
力
を
世
界
に

発
信
す
る
た
め
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

働
い
て
み
た
い
。
ま
た
異
文
化
に
つ
い

て
触
れ
る
こ
と
も
好
き
で
す
。
世
界
を

飛
び
回
り
さ
ら
に
関
心
を
深
め
ら
れ
そ

う
な
、
外
資
系
エ
ア
ラ
イ
ン
に
も
興
味

が
あ
り
ま
す
」
と
今
後
の
活
動
や
将
来

の
夢
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
ミ
ス･

ワ
ー
ル
ド
日
本
代
表
に
は
山

下
晴
加
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

【中京大生に向けてメッセージ】

　この大会に出て一番感じたのは、
今までやってきたことに無駄なことはな
かったということ。フィギュアスケートで
身につけた体力や精神力、礼儀を活
かすことができ、スポーツ審査やタレン
ト部門でも実技を披露しました。交換
留学の経験のおかげで、英語ディベー
トで入賞することができました。プレゼ
ンテーションの部門でも大学で学んだ
ことを発揮できました。中京大学はス
ポーツ・勉強、すべて環境が整っている
ので、フル活用していろんなことに挑戦
し、将来につなげてほしいです。

１ 

テ
ー
マ

　
国
際
協
力
の
第
１
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
中
米
・

ニ
カ
ラ
グ
ア
に
９
月
か
ら
出
発
。１
年
間
の
期
間
で
、

現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
「FU

N
D
ECI

」（
４
か
月
半
）

「SU
PEREM

O
S

」（
11
か
月
半
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
働
き
な
が
ら
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
現
状
や
、
発

展
途
上
国
の
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
。

２ 

留
学
の
き
っ
か
け

　
教
師
を
目
指
し
て
入
っ
た
教
育
学
科
で
は
小
磯
透

教
授
の
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
。
小
磯
教
授
に
海
外
経
験
を

勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
大
学
３
年
夏
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
。
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
現
状
な
ど
を
目
の
当
た
り
に

し
、
世
界
の
教
育
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
生

ま
れ
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
を
選
択
し
た
理
由
は
、
将
来
国
際
協

力
機
関
で
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。
様
々

な
条
件
が
あ
る
中
で
、「
発
展
途
上
国
」「
ス
ペ
イ
ン

語
圏
」「
安
全
性
」
を
軸
に
選
ん
だ
。

　
名
古
屋
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
会
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体

が
お
り
、
直
接
話
も
聞
い
て
い
る
。

３ 

意
気
込
み
は
？

　
将
来
、
国
際
協
力
の
中
で
も
教
育
に
関
す
る
分
野

に
お
い
て
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
材
に
な

れ
る
よ
う
、
発
展
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
や
考
え
方
を
学

び
た
い
。
ま
た
、
現
地
に
行
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
分

か
る
中
米
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
）
の
良
さ
を
日
本
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。

トビ タ テ！ 留 学 J A P A N̶文部科学省̶ 日 本 代 表

SHINKENMI  Vol.19111

高田 浩
こう

気
き

さん
（スポーツ科学部４年）
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ニ
カ
ラ
グ
ア
へ



　
２
０
１
７
年
度
９
月
卒
業
学
生
の
春

学
期
卒
業
式
が
、
９
月
19
日
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
大
学
院
２
人
、
学
部
53
人
が
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
安
村
仁
志
学
長
と
梅
村
清
英
総
長
・

理
事
長
は
そ
れ
ぞ
れ
式
辞
、
祝
辞
を
述

べ
る
と
卒
業
生
の
門
出
を
祝
っ
た
。

　
卒
業
生
の
一
人
、湯
浅
直
樹
さ
ん
（
体

育
学
研
究
科
）
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

回
転
種
目
の
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
傍

ら
、
２
０
１
３
年
に
大
学
院
に
進
学
。

湯
浅
さ
ん
は
、
学
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た

学
位
記
を
笑
顔
で
受
け
取
っ
た
。

　
中
京
大
学
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
７
月
16
、
17
日
の
２
日
間
で
行
わ
れ

た
。
　
　
　
　
　
　

　
開
始
直
後
か
ら
高
校
生
や
保
護
者
で

賑
わ
い
、
２
日
間
で
約
７
９
０
０
人
が

来
場
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
中
京
大
生
に
な
れ
る

１
日
」。
各
学
部
の
教
授
に
よ
る
模
擬

講
義
や
入
試
説
明
、
保
護
者
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
高
校
生
ら
は
普
段
の
授
業
と
は
一

味
違
う
大
学
の
講
義
を
体
験
し
た
。

　
な
お
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
９
月
17
日
に
３
学

部
（
現
代
社
会
学
部
、工
学
部
、ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
）
を
中
心
に
行
う
予
定
だ
っ

た
が
台
風
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　
そ
の
か
わ
り
と
し
て
、
11
月
４
日
に

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
施
設
見
学
会
を
開

催
予
定
。

れ
る
面
接
を
経
て
、
講
義
の
成
績
と
面

接
の
総
合
評
価
で
合
否
が
決
ま
る
新
し

い
入
試
形
態
だ
。
こ
の
入
試
方
式
で
中

京
大
学
経
済
学
部
に
入
学
し
た
場
合
、

１
単
位
を
認
定
さ
れ
る
。

　
今
回
の
集
中
講
義
は
、
中
部
地
区
お

よ
び
九
州
、
四
国
、
北
陸
な
ど
か
ら
参

加
し
た
高
校
生
１
６
４
人
が
受
講
。
授

業
は
、
経
済
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
基

礎
的
な
内
容
だ
が
、
高
校
と
大
学
で
は

授
業
の
学
び
方
が
違
う
た
め
、
高
校
生

に
と
っ
て
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
。
担
当
教
員
は
、
高
校
生
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
専
門
用
語
を
な
る
べ

く
使
わ
ず
、
高
校
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
内
容
に
も
触
れ
な
が
ら
授
業
を
行
っ

た
。
２
０
１
８
年
度
の
高
大
接
続
入
試

は
国
際
英
語
学
部
、
法
学
部
で
も
実
施

さ
れ
る
。

オープンキャンパス 2017開催

名古屋キャンパス
2日間で約7,900人
が来場

SHINKENMI  Vol.19113

２
０
１
７
年
度

　
春
学
期
卒
業
式

大 学 で の 「 学 び 」 を 　

発信 　
８
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
「
Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
四
国
地
区
大
学

教
職
員
能
力
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

２
０
１
７
」
が
徳
島
大
学
で
開
催
さ
れ
、

中
京
大
学
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
部
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
岩
田
庄
平
さ
ん
（
法

学
部
３
年
・
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
部
Ｔ

Ａ
）が
23
日
に
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
複
数

大
学
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な

ど
を
は
じ
め
24
チ
ー
ム
が
参
加
。
岩
田

さ
ん
は
「
学
生
に
よ
る
情
報
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
啓
蒙
活
動
」

と
題
し
て
、
本
学
の
情
報
セ
ン
タ
ー
が

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
学
生
の
視

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習
得

を
テ
ー
マ
に
し
た
学
部
間
交
流
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
８
月
23
日
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
１
〜
４
年
の
7

学
部
18
人
が
参
加
し
た
。

　
学
部
間
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

は
、
中
京
大
学
で
Ｆ
Ｄ
活
動
を
推
進
す

る
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
の
部
会
が
能
動

的
学
修
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
主

点
か
ら
解
決
策
を
提
案
、
学
生
に
よ
る

主
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
評
価
さ

れ
、
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
岩
田
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
学
生
の
た

め
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
教
職
員
の

方
々
が
学
ん
で
い
る
姿
を
拝
見
し
、
非

常
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
最
優
秀
賞

と
い
う
名
誉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
も
っ
と
精
進
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　
９
月
21
日
、
安
村
仁
志
学
長
か
ら
学

長
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。安
村
学
長
は「
職

員
と
学
生
が
協
力
し
て
最
優
秀
賞
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
」と
学
長
賞
授
与
の
理
由
を
語
っ
た
。

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
　

　
今
回
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
で
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
用
い
て
行
う
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る

こ
と
、
②
学
部
の
垣
根
を
越
え
た
交
流

で
刺
激
し
合
い
、
主
体
的
な
学
修
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
次
回
10
月

に
開
催
す
る
予
定
だ
。

　
２
０
１
８
年
度
入
学
か
ら
実
施
す
る

高
大
接
続
入
試
「
経
済
学
部
単
位
認
定

型
講
義
」
が
８
月
２
日
、
３
日
の
２
日

間
実
施
さ
れ
た
。

　
高
大
接
続
入
試
は
、
ま
ず
、
高
校
３

年
生
が
中
京
大
学
経
済
学
部
生
と
一
緒

に
「
経
世
済
民
の
学
び
」
の
集
中
講
義

を
受
け
、
講
義
の
課
題
を
提
出
し
、
成

績
が
付
与
さ
れ
る
。
次
に
、
成
績
を
確

認
し
た
う
え
で
出
願
。
10
月
に
実
施
さ

【SPODフォーラムとは】
SPODフォーラムは、大学等の教職員
が自らの能力開発のために開かれる研
修会。多種多様で質の高いFD／SDプ
ログラムづくり、組織を超えた持続的な
相互交流・関係づくりの場として毎年開
催されている。

岩田 庄平さん（法学部）

SPODフォーラム2017
ポスターセッションで最優秀賞

12

学部の垣根を越えて
プレゼンテーション
技術を学ぶ

高
大
接
続
入
試

経
済
学
部 

単
位
認
定
型
講
義
を
実
施

高 め た い 。 広 め た い 。

啓蒙

交流



　学校法人梅村学園と公益財団法人服部国際奨学財団は6月
8日、中京大学在学生を中心とする梅村学園の学生・生徒に対し
て、継続的に奨学金を提供する包括協定と覚書を締結した。名
古屋キャンパスでの締結式には、梅村清英総長・理事長、服部国
際奨学財団の瀬

せ た

田大
だい

理事長らが出席した。
　この協定は同財団の活動を社会に発信し、多くの学生・生徒に
奨学金受給の機会を与え、経済的に恵まれない学生が安心して
就学できるようにすることが目的。今後は同財団が主催する奨学
生向けの各種イベントで、本学がプログラム開発の補助や講師
派遣等の支援を行い、奨学生の人材育成に貢献していく。

　中京大学は独
立行政法人国際
協力機構（JICA）
と開発途上国にお
ける支援のため、
6月16日、教員、学
生を派遣する連
携事業の覚書を
締結した。名古屋

キャンパスで行った記者会見には、JICAからは阪倉章治中部国
際センター所長他4人、本学からは安村仁志学長他教員、学生
含め9人が参加した。
　JICAと大学との連携事業は、開発途上国においてスポーツ分
野での技能向上を支援するとともに、大学の国際協力分野で人
材育成を図ることが狙い。今回は、本学のソフトボール部の学生、
教員をアフリカのボツワナ共和国に、柔道部の学生、教員を南米
アルゼンチン共和国に派遣する。両部は全国トップレベルの実力
を有する。派遣は20歳以上の2～4年生が対象で、来年春休みの
1か月間を予定している。
　2014年度から大学との間で連携事業を続けるJICAが、ス
ポーツ分野で中部圏の大学と覚書を結ぶのと、アフリカでのス
ポーツ分野の大学連携はともに初めて。

　中京大学とメ～テレ（名古屋テレビ放送）は今秋からインター
ンシップ研修を開始する。その研修に関する覚書が7月27日、安
村仁志学長とメ～テレ横井正彦代表取締役社長との間で締結
された。
　これまで多くのアスリートを輩出してきた本学と、メ～テレス

ポーツ部が「映像」分
野でコラボレーション
する。学生自身が大
学所属のアスリート
を取材・撮影して編
集まで行う専門的、
実践的な内容を経験
できる場として、映像
制作に特化した研修
となるのが特徴だ。

　今後は学生を選考し、10月から研修を始める予定（初年度は
半年間）。取材対象は、陸上競技、水泳をはじめとする体育会の
39全競技。インターン学生は経験を積みながらオリンピック種
目を中心に幅を広げていく。また、学生が制作したコンテンツは、
YouTubeのメ～テレチャンネルなどで放映される。

　中京大学は、6
月28日、大府市・
大府市教育委員
会と連携に関す
る協定の締結式
を大府市役所で
行った。大府市か
らは岡村秀人市長、山内健次副市長、本学からは安村仁志学
長、現代社会学部・辻井正次教授らが参加した。
　大府市・大府市教育委員会と本学は、これまで辻井教授によ
る、同市の小中学校における児童・生徒の発達に関する様々な調
査、それに基づく指導、研修を通して20年以上にもおよぶ関係を
結んできた。今回は、地域の子どもたちのサポート活動で、心理と
体づくりの両面から支援できるよう、心身の発達を研究するプロ
ジェクトとして連携する。
　また、この連携を機に、本学は文部科学省からの委託プロジェ
クトとして2015年から始まった「子どもみんなプロジェクト」（※）
に参加する。
※子どもみんなプロジェクト：日本の10の大学と各自治体が協働

し、教育現場と研究現場が連携するために始められたプロジェクト。

教育現場の問題意識を研究者が受け、子どもに対する教育プログ

ラムや現場の先生方への研修プログラムに還元する。
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JICAと開発途上国支援のための覚書を締結
学生、教員によるスポーツ指導で支援

メ～テレとインターンシップ研修の覚書を締結
今秋から開始

大府市・大府市教育委員会と
中京大学との連携に関する協定を締結

奨学金

国際協力

インター
ンシップ

地域教育

Adoministration / Agreement

　経済学部の近藤健児教授が
6月18日に日本応用経済学会
著作賞を、10月7日に日本地域
学会著作賞を受賞した。対象と
なった著作は『The Economics 
of International Immigration』
（Springer, 2016年10月刊行）。
　近藤教授がこれまで取り組んで

きた労働移動に関する理論研究が集約された本書は、英文誌に
掲載された諸論文を土台に構成されている。先進国が直面する
経済の諸問題を考慮に入れ、国際労働移動とりわけ外国人労働
受け入れの及ぼす経済効果を理論的に分析した。分析手法の独
自性と、政策的な示唆に富んだ多くの提言が、方向性の異なる2
つの学会から揃って評価され、今回のダブル受賞に至った。

　国立台湾大学の
EMBA（※）合唱団が来
学し8月30日、演奏会
が名古屋キャンパスア
レーナ211で開催され
た。
　この演奏会は、前学
長北川薫学事顧問の
友人である同合唱団栄
誉顧問・黄彬彬氏との
つながりで実現した。

　中京大学混声合唱団が日本の童謡など5曲を歌い、次に蘇
顯達教授のヴァイオリン演奏、台湾大学による合唱が続いた。
ヴァイオリン、台湾大の合唱には会場から歓声が沸き起こり、ア
ンコール演奏もなされた。日台交流の素晴らしい演奏会に、教職
員・市民の方 な々ど120人の聴衆も魅了された。
　演奏会後の懇親会でも双方の歌が続き、最後は全員が「花は
咲く」を合唱。言葉の垣根を越えた音楽の交流の場となった。
※EMBA：Executive Master of Business Administration

　「あいち子ども食堂ネットワーク」の創立総会が6月24日、中
京大学清明ホールで行われ、約300人が参加した。「子ども食
堂」は、経済的な理由で食事が十分に取れない子どもや、共働
きなどで孤食の子どもに低料金で食事を提供している。また、ボ
ランティアの大学生が子どもたちに勉強を教える交流の場にも
なっている。
　現代社会学部・成元哲教授のゼミは、愛知県内にある子ども
食堂のうち、この2年間で30ヵ所以上を実態調査し、報告書にま
とめた。今回、成教授の呼びかけで約20団体が同ネットワーク
に加入した。その後、子ども食堂へ寄付をした㈱マルト水谷の梶
田知代表取締役への感謝状贈呈、NHK報道局制作センター・
チーフプロデューサーの板垣淑子さんによる講演も行われた。

　中京大学附属
中京高校の陸上
部女子5人が大竹
有二校長、北村肇
監督とともに全国
高校総体陸上競
技（インターハイ）
の報告で9月8日、
梅村清英総長・理事長ら学園首脳を訪ねた。
　附属高校陸上部はインターハイの女子4×100㍍リレーで優
勝。記録は高校歴代4位となる45秒48の好成績で、男女共学に
なってから初の全国優勝となった。

　第99回全国高校野球
選手権大会に２年ぶり
28回目の出場をした附
属中京高校は８月11日、
大会第４日の第１試合で
古豪・広陵（広島）と対戦
した。試合は伊藤康祐主
将（３年）の本塁打で先制したものの、6対10で惜しくも逆転負け
を喫した。しかし、最終回には3点を返す猛攻を見せ、粘り強さを
発揮。在校生や野球部員、チアリーダー、教職員のほか、保護者、
ＯＢら応援団で埋め尽くされたアルプススタンドからは、チームの
健闘に惜しみない拍手が送られた。
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経済学部 近藤 健児教授
2つの学会賞を受賞

「日台大学合唱団による国際交流の夕べ」
国立台湾大学と音楽で交流

現代社会学部・成ゼミ
「あいち子ども食堂ネットワーク」の創立総会に参加

インターハイ陸上女子400㍍リレー
優勝した選手らが学園首脳を表敬訪問

夏の甲子園、名門同士の対戦で惜敗

学会受賞 国際交流

ゼミ活動

陸上部 硬式
野球部
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